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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 1会場 1Fメインホール

スポンサードシンポジウム3 9:10～11:10

JDA-Novartis partnership education program 2025 -Learn from
Global Top Experts for Dermatology-……………座長：天谷 雅行（慶應義塾大）

大山 学（杏林大）
椛島 健治（京都大）
藤本 学（大阪大）

SSY3-1． Cutaneous T cell lymphoma：when a hero turns evil
Yang Wang
Department of Dermatology, Peking University First Hospital, Beijing, China

SSY3-2． Alopecias
Luis A. Garza
Department of Dermatology, Johns Hopkins University School of Medicine, Baltimore,
USA

SSY3-3． Merkel cell carcinoma：Towards more effective, less toxic management via translational
research

Paul T.X. Nghiem
Department of Dermatology University of Washington, Seattle, USA

SSY3-4． Scratching promotes allergic inflammation and host defense via neurogenic mast cell
activation

Daniel H. Kaplan
Departments of Dermatology and Immunology, University of Pittsburgh, Pittsburgh
PA, USA.

共催：ノバルティスファーマ株式会社

ランチョンセミナー18 11:20～12:20

Frontiers in Dermatology―水疱性類天疱瘡・皮膚マイクロバイオーム―
…………………………………………………………………座長：佐藤 伸一（東京大）

藤本 学（大阪大）

LS18-1． 水疱性類天疱瘡の病態と最新研究
氏家 英之〈うじいえ ひでゆき〉
北海道大学大学院医学研究院皮膚科学教室

LS18-2． 皮膚マイクロバイオームが示すもの―健康な肌の生態系―
松岡 悠美〈まつおか ゆうみ〉
大阪大学免疫学フロンティア研究センター皮膚アレルギー生体防御

共催：常盤薬品工業株式会社ノブ事業部
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会頭講演 12:30～13:00
座長：天谷 雅行（慶應義塾大）

PL． 調和
石河 晃〈いしこう あきら〉
東邦大学医学部皮膚科

土肥記念国際交換講座 13:00～13:35
座長：藤本 学（大阪大）

13 : 00～13 : 35
DML． Skin fragility- causes, mechanisms and novel therapeutic perspectives

Leena Bruckner-Tuderman
Department of Dermatology, Medical Center - University of Freiburg, Freiburg,
Germany

記念写真撮影 13:35～13:50

EADVセッション 14:05～16:05

ヨーロッパ皮膚科学の最前線 ………………………………座長：藤本 学（大阪大）
椛島 健治（京都大）

14 : 05～14 : 35
EADV-1． Autoimmune blistering diseases - European perspective

Branka Marinovi
University Hospital Centre Zagreb, School of Medicine University of Zagreb, Zagreb,
Croatia

14 : 35～15 : 05
EADV-2． Dermatology 2.0：Precision Medicine for Inflammatory Skin Diseases

Michel Gilliet
Department of Dermatology, Lausanne University Hospital CHUV, Lausanne,
Switzerland

15 : 05～15 : 35
EADV-3． Personalised dosing of biologicals in psoriasis

Jo Lambert
Department of Dermatology, Ghent University Hospital, Ghent, Belgium

15 : 35～16 : 05
EADV-4． Precision medicine in inflammatory skin diseases：dream or reality?

Kilian Eyerich
Department of Dermatology and Venerology, Medical Center, University of Freiburg,
Germany
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教育講演50【共通講習必修A：感染対策】 16:15～17:15

感染対策～理解して実装しよう！～ ……………オーガナイザー：天羽 康之（北里大）
山口 道也（山口大）

［レベル：Basic／Update］

16 : 15～17 : 15
EL50． 感染症・感染対策トピックス：COVID-19から AMRまで

舘田 一博〈たてだ かずひろ〉
東邦大学医学部微生物・感染症学講座

イブニングセミナー15 17:30～18:30

乾癬の早期全身療法を考える～PDE4阻害薬の可能性～
……………………………………………………………座長：小林 里実（聖母病院）

大久保ゆかり（東京医大）

ES15-1． PDE4阻害剤の可能性～オテズラⓇは発売後 8年で次のステージに～
伊藤宏太郎〈いとう こうたろう〉
伊藤皮膚科

ES15-2． Delphi consensusでどんな患者像がデルカイ？乾癬早期治療介入のファクターは？
山﨑 文和〈やまざき ふみかず〉
東海大学医学部専門診療学系皮膚科学

共催：アムジェン株式会社
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 2会場 5F 503

教育講演33 9:10～11:10

足・爪の診療とケアの最前線 ………オーガナイザー：高山かおる（済生会川口総合病院）
齋藤 昌孝（麻布台クリニック）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 40
EL33-1． 爪の痛みへの対処法

細川 僚子〈ほそかわ りょうこ〉
慶應義塾大学医学部皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL33-2． クリニックで実践する足や爪の処置

江上 将平〈えがみ しょうへい〉
阿佐ヶ谷皮フ科

10 : 10～10 : 40
EL33-3． 高齢者施設における足・爪の実態とフットケアの必要性～ケアの現場からみた課題と対

策～
間宮 直子〈まみや なおこ〉
大阪府済生会吹田病院

10 : 40～11 : 10
EL33-4． 診療所で立ち上げたフットケア外来の運用

近藤 靖児〈こんどう せいじ〉
医療法人社団眞友会近藤皮膚科クリニック

ランチョンセミナー19 11:20～12:20

発売4年からみえたドボベットⓇフォームの可能性 …座長：渡邉 玲（順天堂大）
大久保ゆかり（東京医大）

LS19-1． 活性型ビタミン D3・ステロイド配合薬の奏効機序とフォーム剤の特性
戸倉 新樹〈とくら よしき〉
中東遠総合医療センター/浜松医科大学名誉教授

LS19-2． 効果とアドヒアランスを考えた尋常性乾癬の外用療法
常深祐一郎〈つねみ ゆういちろう〉
埼玉医科大学皮膚科

共催：レオファーマ株式会社

スポンサードシンポジウム5 14:05～16:05

意外に知らない化膿性汗腺炎，知っておくべき化膿性汗腺炎
……………………………………………………………座長：高橋 健造（琉球大）

森田 明理（名古屋市立大）

SSY5-1． 化膿性汗腺炎とは―疾患と併存疾患の概要
西田 絵美〈にしだ えみ〉
名古屋市立大学医学部附属西部医療センター皮膚科
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SSY5-2． 化膿性汗腺炎の診断と病態
乃村 俊史〈のむら としふみ〉
筑波大学医学医療系皮膚科

SSY5-3． 化膿性汗腺炎の重症度と QOL評価，実臨床に活かすために
山口さやか〈やまぐち さやか〉
琉球大学大学院医学研究科皮膚科学講座

SSY5-4． 化膿性汗腺炎の早期治療の重要性と内科的治療
角田加奈子〈つのだ かなこ〉
岩手医科大学皮膚科学講座

SSY5-5． 化膿性汗腺炎の外科的治療と包括的治療戦略
浅井 純〈あさい じゅん〉
京都府立医科大学大学院医学研究科皮膚科学
Q＆Aディスカッション

共催：一般社団法人日本乾癬学会/ユーシービージャパン株式会社メディカルアフェアーズ本部

教育講演51【共通講習必修B：地域医療】 16:15～17:15

これからの医療提供体制と私たち ………………………座長：澤田 雄宇（産業医大）
古田 淳一（筑波大）

［レベル：Update］

16 : 15～17 : 00
EL51． 今後の新たな地域医療構想について

中田 勝己〈なかた かつみ〉
厚生労働省医政局地域医療計画課

17 : 00～17 : 15 パネルディスカッション

イブニングセミナー16 17:30～18:30

治療に活かしたい診察時の化粧指導～アトピー性皮膚炎・接触皮膚炎～
………………………………………………………………座長：猪又 直子（昭和医大）

本田 哲也（浜松医大）

ES16-1． 化粧を楽しむための炎症コントロールの実践をめざして
岸本 泉〈きしもと いずみ〉
関西医科大学皮膚科

ES16-2． 化粧品による皮膚トラブルを繰り返さないために知っておくべきこと
伊藤 崇〈いとう たかし〉
東邦大学皮膚科学講座

共催：アクセーヌ株式会社
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 3会場 5F 501

モーニングセミナー1 8:00～9:00

患者さんの日常を取り戻すために～JAK阻害薬が適した患者像～
………………………………………………………………座長：大山 学（杏林大）

佐伯 秀久（日本医大）

MS1-1． 円形脱毛症診療ガイドライン 2024登場後の AA治療戦略とリットフーロの使用意義
内山 真樹〈うちやま まさき〉
東京医科大学皮膚科学分野

MS1-2． 患者さんと共により高い治療ゴールを描く～サイバインコへの期待～
天野 博雄〈あまの ひろお〉
岩手医科大学医学部皮膚科学講座

共催：ファイザー株式会社/ヴィアトリス製薬合同会社

主催校企画4 9:10～11:10

日本研究皮膚科学会PRESENTS「未解決の皮膚疾患を解明せよ！臨床医のため
の研究入門」 ………………………………………オーガナイザー：室田 浩之（長崎大）

久保 亮治（神戸大）

9 : 10～9 : 25
SP4-op． オープニングトーク：研究って何のためにやるの？―臨床医が研究をする意味

大山 学〈おおやま まなぶ〉
杏林大学

9 : 25～9 : 45
SP4-1． 臨床から研究を始めよう！

武市 拓也1,2）〈たけいち たくや〉
名古屋大学大学院医学系研究科皮膚科1），名古屋大学高等研究院2）

9 : 45～10 : 05
SP4-2． 研究によって広がる世界

澤田 梨沙1,2）〈さわだ りさ〉
松尾皮ふ科クリニック1），旭川医科大学2）

10 : 05～10 : 25
SP4-3． PXEの未来を描く：臨床知見が導くブレイクスルー

岩永 聰〈いわなが あきら〉，室田 浩之
長崎大学大学院医歯薬学総合研究科皮膚病態学分野

10 : 25～10 : 45
SP4-4． 遺伝性皮膚疾患の臨床の疑問からの translational research

吉岡 華子〈よしおか はなこ〉
大阪大学大学院医学系研究科皮膚科

10 : 45～11 : 05 パネルディスカッション
11 : 05～11 : 10 未来の研究者へ―一歩を踏み出すために
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ランチョンセミナー20 11:20～12:20

アトピー性皮膚炎外用療法の最前線～AhR調節薬とJAK阻害薬～
………………………………………………………………座長：井川 健（獨協医大）

天野 博雄（岩手医大）

LS20-1． アトピー性皮膚炎の病態と作用機序から考える治療薬の選択
中原 剛士〈なかはら たけし〉
九州大学大学院医学研究院皮膚科学分野

LS20-2． アトピー性皮膚炎診療における外用療法の最新治療戦略
乃村 俊史〈のむら としふみ〉
筑波大学医学医療系皮膚科

共催：鳥居薬品株式会社

主催校企画5 14:05～16:05

病院と診療所の調和を目指して …………オーガナイザー：鈴木 洋介（すずき皮膚科）
中捨 克輝（埼玉病院）

14 : 05～14 : 35
SP5-1． 医局崩壊は防げるか！？病院皮膚科医がこの先生きのこるには～日臨皮勤務医アンケー

トから
中捨 克輝〈なかすて かつき〉
独立行政法人国立病院機構埼玉病院皮膚科

14 : 35～15 : 05
SP5-2． 実践皮膚科研究会が紡ぐ絆～医局と開業医の連携と情報交換～

園田 広弥〈そのだ こうや〉
世田谷そのだ皮膚科

15 : 05～15 : 35
SP5-3． 診療所でここまでできる！

谷村 裕嗣〈たにむら ひろつぐ〉
谷村皮フ科

15 : 35～16 : 05
SP5-4． 総合討論・質疑応答

主催校企画6 16:15～17:15

肌情報から自分を知る ………………………………………座長：藤田 英樹（日本大）
橋本 由起（東邦大）

16 : 15～16 : 40
SP6-1． 顔の情報からからだ・こころの状態を知る

門廻 充侍1）〈せと しゅうじ〉，本川 智紀2），加藤 朋美2）

秋田大学新学部設置準備担当/情報データ科学部1），ポーラ化成工業株式会社2）

16 : 40～17 : 05
SP6-2． 顔から得られる情報の分析による精神科医療の DX化に向けて

奥山 純子〈おくやま じゅんこ〉
東京農工大学保健管理センター

17 : 05～17 : 15 質疑応答とディスカッション
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イブニングセミナー17 17:30～18:30
座長：江藤 隆史（あたご皮フ科）

ES17． Dr.夏秋の虫滅の刃―虫ケア用品編―
夏秋 優〈なつあき まさる〉
近畿中央病院皮膚科

共催：アース製薬株式会社
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 4会場 5F 502

教育講演34 9:10～11:10

皮膚科医が関与すべき膠原病と類縁疾患のSpecial Topics
…………………………………………………オーガナイザー：佐藤 伸一（東京大）

沖山奈緒子（東京科学大）

［レベル：Basic／Advanced］

9 : 10～9 : 35
EL34-1． 膠原病に伴う自己抗体の新しい検出法

久住 藍〈くずみ あい〉
東京大学大学院医学系研究科皮膚科

9 : 35～10 : 00
EL34-2． 結節性紅斑と膠原病・膠原病類縁疾患（ベーチェット病の皮膚粘膜症状を含めて）

岩田 洋平〈いわた ようへい〉
藤田医科大学医学部皮膚科学

10 : 00～10 : 25
EL34-3． 薬剤アレルギーと膠原病・膠原病類縁疾患

渡邉 裕子〈わたなべ ゆうこ〉
横浜市立大学大学院医学研究科環境免疫病態皮膚科学

10 : 25～11 : 10
EL34-4． Cutaneous Graft-versus-Host Disease

Adela Rambi G. Cardones
Division of Dermatology, University of Kansas Medical Center

ランチョンセミナー21 11:20～12:20

痤瘡と酒 のスキンケア ………………………………座長：林 伸和（虎の門病院）

LS21-1． 痤瘡に適切なスキンケア
林 伸和〈はやし のぶかず〉
虎の門病院皮膚科

LS21-2． 酒 に適切なスキンケア
菊地 克子〈きくち かつこ〉
仙台たいはく皮膚科クリニック

共催：花王株式会社

教育講演42 14:05～16:05

指導専門医：皮膚科のサブスペシャルティへの挑戦
…………………………………オーガナイザー：須賀 康（順天堂大浦安病院）

清原 隆宏（関西医大総合医療センター）

［レベル：Advanced］

14 : 05～14 : 35
EL42-1． 美容皮膚科・レーザー指導専門医になるために修練を楽しもう！

小林 美和〈こばやし みわ〉
こばやし皮膚科クリニック
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14 : 35～15 : 05
EL42-2． 美容皮膚科・レーザー指導専門医として取り組む美容皮膚科診療

船坂 陽子〈ふなさか ようこ〉
池袋西口病院美容皮膚科

15 : 05～15 : 35
EL42-3． 皮膚悪性腫瘍指導専門医としてのクリニックにおける固形癌診療

八代 浩1,2）〈やつしろ ひろし〉
医療法人調和会八代皮フ科クリニック1），福井県済生会病院皮膚科2）

15 : 35～16 : 05
EL42-4． 皮膚悪性腫瘍指導専門医としての皮膚リンパ腫診療の必要性

後藤 寛之〈ごとう ひろゆき〉
大阪公立大学大学院医学系研究科皮膚病態学

教育講演52 16:15～17:15

金属アレルギーの検査・指導法と多科連携による効果的な治療アプローチを学ぶ
……………………………………オーガナイザー：金澤 伸雄（兵庫医大）

伊藤 明子（ながたクリニック皮膚科）

［レベル：Basic／Update］
16 : 15～16 : 17 はじめに（日本接触皮膚炎研究班（金属班）について）

16 : 17～16 : 45
EL52-1． 歯科における金属アレルギーの対応と医科歯科連携・多職種連携

江草 宏1,2）〈えぐさ ひろし〉
東北大学大学院歯学研究科分子・再生歯科補綴学分野1），東北大学病院歯科部門2）

16 : 45～17 : 13
EL52-2． 金属アレルギーの診断と対応

伊藤 明子1,2,3）〈いとう あきこ〉
ながたクリニック1），藤田医科大学ばんたね病院総合アレルギー科2），
新潟大学大学院皮膚科学分野3）

17 : 13～17 : 15 終わりに（総括/今後の展望）

イブニングセミナー18 17:30～18:30

円形脱毛症治療 up to date …座長：下村 裕（山口大）
植木 理恵（順天堂大東京江東高齢者医療センター）

ES18-1． 円形脱毛症診療ガイドライン 2024からみた治療戦略
伊藤 泰介〈いとう たいすけ〉
浜松医科大学皮膚科学講座

ES18-2． 治療精度の向上に向けた重症円形脱毛症に対するオルミエント内服治療のデータ解析結
果 update

大山 学〈おおやま まなぶ〉
杏林大学医学部皮膚科学教室

共催：日本イーライリリー株式会社
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 5会場 3F 301

モーニングセミナー2 8:00～9:00
座長：田中 暁生（広島大）

MS2． 今，蕁麻疹が熱い―国内外ガイドラインの改定作業と最新の治療戦略―
福永 淳〈ふくなが あつし〉
大阪医科薬科大学医学部感覚器機能形態医学講座皮膚科学

共催：田辺三菱製薬株式会社/帝國製薬株式会社

教育講演35 9:10～11:10

ダーモスコピーの基礎 ……………………………オーガナイザー：田中 勝（杏林大）
杉田 和成（佐賀大）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 40
EL35-1． 基底細胞癌のダーモスコピー像

岸 晶子〈きし あきこ〉
虎の門病院皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL35-2． 日光角化症・Bowen病・SCCにおけるダーモスコピーの基礎～黒くなくても積極的に活

用しよう～
後藤 寛之〈ごとう ひろゆき〉
大阪公立大学大学院医学系研究科皮膚病態学

10 : 10～10 : 40
EL35-3． ALM/melanosis

外川 八英〈とがわ やえい〉
千葉大学医学部附属病院皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL35-4． 悪性黒子・日光黒子・扁平苔癬様角化症

皆川 茜1,2）〈みながわ あかね〉
信州大学皮膚科1），東京女子医科大学附属足立医療センター皮膚科2）

ランチョンセミナー22 11:20～12:20

ナノサイズ微細水粒子が皮膚バリア機能へのアプローチを変える
…………………………………………………座長：海老原 全（東京都済生会中央病院）

矢上 晶子（藤田医大ばんたね病院）

LS22-1． アトピー性皮膚炎における保湿・皮膚バリアの役割について
茂木精一郎〈もてぎ せいいちろう〉
群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学

LS22-2． 皮膚へのナノサイズ微細水粒子適用によるセラミド産生効果
藤堂 浩明〈とうどう ひろあき〉
城西大学薬学部
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LS22-3． ナノサイズ微細水粒子適用によるアトピー性皮膚炎症状の改善効果
野村 有子〈のむら ゆうこ〉
野村皮膚科医院

共催：株式会社アイシン

スポンサードシンポジウム6 14:05～16:05

アトピー性皮膚炎の長期治療戦略……………………座長：加藤 則人（京都府立医大）
渡邉 玲（順天堂大）

SSY6-1． 治療ゴールをめざしたアトピー性皮膚炎の治療：長期寛解維持の意義と方法
片岡 葉子〈かたおか ようこ〉
大阪はびきの医療センター皮膚科

SSY6-2． Atopic dermatitis：recent advances of treatment targets and long-term disease control
Jan Gutermuth
Department of Dermatology, Vrije Universiteit Brussel（VUB）, Universitair Ziekenhuis
Brussel（UZ Brussel）, Brussels, Belgium

SSY6-3． Global perspective：Current understanding and challenges in long-term disease control in
atopic dermatitis

April W. Armstrong
David Geffen School of Medicine, University of California Los Angeles, CA, USA

共催：ファイザー株式会社メディカルアフェアーズ部

教育講演53 16:15～17:15

逃げずに取り組む壊死性軟部組織感染症（壊死性筋膜炎）
…………………………オーガナイザー：長野 徹（神戸市立医療センター中央市民病院）

鹿児山 浩（富山大）

［レベル：Basic／Advanced］

16 : 15～16 : 45
EL53-1． 壊死性軟部組織感染症を再考する～富山大学での取り組み～

鹿児山 浩〈かごやま こう〉
富山大学学術研究部医学系皮膚科学

16 : 45～17 : 15
EL53-2． 神戸中央市民病院発 壊死性軟部組織感染症（壊死性筋膜炎）取り扱いマニュアル

田井 志正〈たい ゆきまさ〉
神戸市立医療センター中央市民病院
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イブニングセミナー19 17:30～18:30

IL-17登場10年の歴史から考える乾癬治療戦略～開業医の視点から～
………………………………………………座長：飯塚 一（札幌乾癬研究所）

川原 繁（ソフィアひふ科クリニック）

ES19-1． クリニックでの多様化する患者さんのニーズへの対応と治療戦略
橋口 貴樹〈はしぐち たかき〉
橋口皮膚科

ES19-2． クリニックにおける乾癬治療の変化と導入への取り組み
竹本 朱美1,2）〈たけもと あけみ〉
しゅうなん皮ふ科クリニック1），いとしま皮ふ科クリニック2）

共催：マルホ株式会社
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 6会場 3F 302

モーニングセミナー3 8:00～9:00

未来がひろがる乾癬治療を ……座長：馬渕 智生（東海大）
菅井 順一（菅井皮膚科パークサイドクリニック）

MS3-1． 治療継続を意識した乾癬全身療法～ソーティクツが果たす役割～
安田 正人〈やすだ まさひと〉
群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学

MS3-2． 臨床試験データと Real World Dataから見えるソーティクツ至適患者像を考察する
今福 信一〈いまふく しんいち〉
福岡大学医学部皮膚科学教室

共催：ブリストル・マイヤーズスクイブ株式会社

スポンサードシンポジウム4 9:10～11:10

医術と技術のHarmonization～見えない症状の可視化と治療～
……………………………座長：宮地 良樹（静岡社会健康医学大学院大/京都大名誉教授）

杉山 晃子（福岡病院）
江畑 俊哉（ちとふな皮膚科クリニック）

SSY4-1． 酒 の診断から症候・病態評価に基づく治療方針の決定プロセス
山﨑 研志〈やまさき けんし〉
ALOOP CLINIC ＆ LAB

SSY4-2． 小児アトピー性皮膚炎の痒み評価の意義
村上 洋子〈むらかみ ようこ〉
広島赤十字・原爆病院小児科

SSY4-3． Digital Dermatology：Wearables, AI, and Beyond
Steve Xu
Northwestern University/Department of Dermatology Sibel Health

共催：マルホ株式会社 メディカルアフェアーズ部

ランチョンセミナー23 11:20～12:20

オプジーボ皮膚がん治療の歩み ……座長：並川健二郎（国立がん研究センター中央病院）
猪爪 隆史（千葉大）

LS23-1． 術後再発リスクを見据えたアジュバント療法のポイント
内 博史〈うち ひろし〉
九州がんセンター皮膚腫瘍科
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LS23-2． 最新エビデンスから読み解く進行期メラノーマ治療の最前線
前川 武雄〈まえかわ たけお〉
自治医科大学附属さいたま医療センター皮膚科

LS23-3． エビデンスと使用経験から考える上皮系皮膚悪性腫瘍の治療の展望
並川健二郎〈なみかわ けんじろう〉
国立がん研究センター中央病院皮膚腫瘍科

共催：小野薬品工業株式会社/ブリストル・マイヤーズスクイブ株式会社

教育講演43 14:05～16:05

Signs ＆ Symptoms～知っておきたい診療のヒント～
…………………………………オーガナイザー：向井 秀樹（東邦大医療センター大橋病院）

浅井 俊弥（浅井皮膚科クリニック）

［レベル：Basic／Advanced］
14 : 05～14 : 07 イントロダクション

14 : 07～14 : 36
EL43-1． Signs＆Symptoms～知っておきたいいくつかのサイン～

山本 俊幸〈やまもと としゆき〉
福島県立医科大学

14 : 36～15 : 05
EL43-2． 臨床症状と病理の Signs and Symptoms

久保 亮治〈くぼ あきはる〉
神戸大学大学院医学研究科内科系講座皮膚科学分野

15 : 05～15 : 34
EL43-3． ダーモスコピーの Signs＆ Symptoms

外川 八英〈とがわ やえい〉
千葉大学医学部附属病院皮膚科

15 : 34～16 : 03
EL43-4． Signs＆ Symptoms：日常診療に役立つ病理組織所見

安齋 眞一〈あんさい しんいち〉
PCL Japan東京病理/細胞診センター

16 : 03～16 : 05 まとめ

イブニングセミナー20 17:30～18:30
座長：朝比奈昭彦（東京慈恵会医大）

ES20． 凍結療法の光と影―Abscopal効果とドーナツ疣贅―
江川 清文1,2）〈えがわ きよふみ〉
東京慈恵会医科大学1），アトピアクリニック2）

共催：小太郎漢方製薬株式会社
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 7会場 3F 303

モーニングセミナー4 8:00～9:00

乾癬治療 up to date ……………………………………座長：山中 恵一（三重大）
大槻マミ太郎（自治医大）

MS4-1． 尋常性乾癬におけるイキセキズマブの好適患者像
大畑 千佳〈おおはた ちか〉
大阪急性期・総合医療センター皮膚科

MS4-2． 乾癬性関節炎の早期発見のポイントと乾癬エビデンス up to date
鎌田 昌洋〈かまた まさひろ〉
帝京大学医学部皮膚科学講座

共催：日本イーライリリー株式会社

教育講演36 9:10～11:10

自己免疫性水疱症―New generation― オーガナイザー：氏家 英之（北海道大）
山上 淳（東京女子医大）

［レベル：Update］

9 : 10～9 : 40
EL36-1． 診断のために必要な自己抗体検査の解釈

堤 真宏〈つつみ まさひろ〉
久留米大学医学部皮膚科学教室

9 : 40～10 : 10
EL36-2． 類天疱瘡における治療につながる病態の理解

村松 憲〈むらまつ けん〉
北海道大学病院皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL36-3． 類天疱瘡のかゆみと水疱形成機序

廣保 翔〈ひろやす しょう〉
大阪公立大学大学院医学研究科皮膚病態学

10 : 40～11 : 10
EL36-4． 自己免疫性水疱症患者の QOL

角田 梨沙〈かくた りさ〉
慶應義塾大学皮膚科

ランチョンセミナー24 11:20～12:20
座長：久保 亮治（神戸大）

LS24． 表皮水疱症の基礎とマネジメント
夏賀 健〈なつが けん〉
北海道大学大学院医学研究院皮膚科学教室

共催：クリスタルバイオテック・ジャパン株式会社
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教育講演44 14:05～16:05

新しい薬疹，重症薬疹 …………オーガナイザー：阿部理一郎（新潟大）
渡辺 秀晃（昭和医大横浜市北部病院）

［レベル：Basic／Advanced］

14 : 05～14 : 35
EL44-1． 最新の薬疹―基礎的研究を含めたアップデート―

米倉 慧〈よねくら さとる〉
京都大学大学院医学研究科皮膚科学

14 : 35～15 : 05
EL44-2． SJS/TEN, DIHSの必ず知っておきたい知識と新知見―新ガイドラインの紹介も含めて―

渡辺 秀晃〈わたなべ ひであき〉
昭和医科大学横浜市北部病院皮膚科

15 : 05～15 : 35
EL44-3． スティーブンス・ジョンソン症候群 慢性期 40年の経過と気づき

江村 政紀〈えむら まさのり〉
SJS患者会

15 : 35～16 : 05
EL44-4． 薬疹を通じてのキャリアアップ

濱 菜摘〈はま なつみ〉
新潟大学大学院医歯学総合研究科皮膚科学分野

イブニングセミナー21 17:30～18:30

発汗学をリスキリングする …………………………………座長：水川 良子（杏林大）

ES21-1． 原発性腋窩多汗症診療：患者の声に応える新たな一歩
藤本 智子〈ふじもと ともこ〉
池袋西口ふくろう皮膚科クリニック

ES21-2． 発汗低下を伴う皮膚疾患の実際
青山 裕美〈あおやま ゆみ〉
川崎医科大学皮膚科

共催：科研製薬株式会社
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 8会場 3F 304

モーニングセミナー5 8:00～9:00

【美容施術最前線】プロビタミンC+Aの次世代型美容施術活用術
……………………………………………………………座長：川田 暁（寺田萬寿病院）

MS5-1． ビタミン A誘導体と GO-VCを用いた超音波イオン導入 8週間プログラムの効果の検討
森 文子〈もり あやこ〉
クリニックモリ

MS5-2． マイクロニードルを用いた 4種プロビタミン C＋Aとバクチオールの併用
皐月 玲子〈さつき れいこ〉
西宮渡辺脳卒中・心臓リハビリテーション病院形成外科・美容医療センター

MS5-3． 多機能型ビタミン C誘導体の皮膚生理学的効果レビュー
山本 鴻貴〈やまもと ひろたか〉
株式会社アイ・ティー・オー

共催：株式会社アイ・ティー・オー

学生・研修医発表セッション1 9:10～11:10
コーディネーター：吉田 憲司（東邦大）

新山 史朗（東邦大医療センター大橋病院）

ランチョンセミナー25 11:20～12:20

脂漏性皮膚炎の治療戦略～今，もう一度考える抗真菌外用薬～
………………………………………………………………座長：山中 恵一（三重大）

宇原 久（札幌医大）

LS25-1． マラセチア関連皮膚疾患 up to date
原田 和俊〈はらだ かずとし〉
東京医科大学皮膚科学分野

LS25-2． 脂漏性皮膚炎の抗真菌外用薬とステロイド外用薬の使い分け
五十嵐敦之〈いがらし あつゆき〉
いがらし皮膚科東五反田

共催：帝國製薬株式会社
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教育講演45 14:05～16:05

皮膚科の医学史（第2回） ……………オーガナイザー：吉川 邦彦（大阪大名誉教授）
中川 浩一（済生会富田林病院）

［レベル：Basic］
14 : 05～14 : 10 本邦皮膚科学の足跡を辿る会について

14 : 10～14 : 38
EL45-1． 太田正雄/木下杢太郎―人道的批判精神とパターン認識の凄さ

小野 友道〈おの ともみち〉
医療法人くまもと南部広域病院

14 : 38～15 : 06
EL45-2． Pemphigusを｢天疱瘡｣と最初に翻訳したのは緒方洪庵である

村田 洋三〈むらた ようぞう〉
神戸市立医療センター中央市民病院皮膚科

15 : 06～15 : 34
EL45-3． 本邦における自己免疫性水疱症研究の歴史

橋本 隆〈はしもと たかし〉
大阪公立大学皮膚病態学

15 : 34～16 : 02
EL45-4． 梅毒の診断と治療の歴史

中川 浩一〈なかがわ こういち〉
大阪府済生会富田林病院

16 : 02～16 : 05 まとめ

学生・研修医発表セッション2 17:30～18:30
オーガナイザー：吉田 憲司（東邦大）

足立 太起（東邦大）
栗田 昂幸（東邦大）

17 : 30～17 : 45
学生． 自分の特性に合った，VUCAの時代にも適応できる仕事を選ぼう

山本 明美1,2）〈やまもと あけみ〉
旭川医科大学1），iDREAMCOACH2）

17 : 45～18 : 30 皮膚科クイズ大会
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 9会場 3F 311+312

教育実習セミナー『皮膚病理』「脂肪織炎/リンパ増殖性疾患」 14:05～16:05
オーガナイザー：種瀬 啓士（東邦大大森病院）

小川 浩平（JADECOM病理診断センター）

14 : 05～14 : 35
ETS4-1． 脂肪織炎

菅野 恭子〈かんの きょうこ〉
旭川医科大学皮膚科学講座

14 : 35～15 : 05
ETS4-2． リンパ増殖性疾患

杉田 和成〈すぎた かずなり〉
佐賀大学医学部内科学講座皮膚科
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 10会場 3F 313+314

モーニングセミナー6 8:00～9:00

蕁麻疹治療のup to date…………………………座長：秀 道広（広島市立病院機構）

MS6-1． 蕁麻疹治療の最新知見：H1-SWITCH試験を踏まえた考察
葉山 惟大〈はやま これまさ〉
日本大学医学部皮膚科学系皮膚科学分野

MS6-2． 患者満足度向上を目指す蕁麻疹・アレルギー診療
千貫 祐子〈ちぬき ゆうこ〉
島根大学医学部皮膚科

共催：大鵬薬品工業株式会社

教育講演37 9:10～11:10

皮膚科から行政出向するとどうなるの？～省庁出向者が語るホントのところ～
……………………………………オーガナイザー：足立 剛也（慶應義塾大/京都府立医大）

秋月 玲子（アムジェン株式会社）

［レベル：Basic］
9 : 10～9 : 15 Opening remarks

9 : 15～9 : 30
EL37-1． 乾癬研究をしていた皮膚科医が行政経験を積む理由

大湖健太郎1,2）〈おおこ けんたろう〉
高知大学医学部皮膚科1），厚生労働省医政局研究開発政策課治験推進室2）

9 : 30～9 : 45
EL37-2． 男性小児科医の視点：AMEDはこんなところ

高瀬 貴文〈たかせ たかふみ〉
国立病院機構三重病院小児科・アレルギー科

9 : 45～10 : 00
EL37-3． 皮膚科専門医取得後の行政出向経験～専門医取得後のキャリア形成～

大瀧 薫1,2）〈おおたき かおる〉
独立行政法人医薬品医療機器総合機構新薬審査第四部1），
自治医科大学附属さいたま医療センター皮膚科2）

10 : 00～10 : 15
EL37-4． 薬剤を多角的な視点で見るキャリア形成

種瀬 啓士〈たねせ けいじ〉
東邦大学医療センター大森病院皮膚科

10 : 15～10 : 30
EL37-5． 臨床医以外のキャリア選択～グローバル企業で働く～

秋月 玲子〈あきづき れいこ〉
アムジェン株式会社

10 : 30～11 : 05 パネルディスカッション
11 : 05～11 : 10 Closing remarks
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ランチョンセミナー26 11:20～12:20

美容皮膚科治療の基礎～色と形からの新たなるアプローチ～
………………………………………………………座長：須賀 康（順天堂大浦安病院）

LS26-1． 色素性疾患治療に対する Qスイッチレーザーの再発見
木村有太子1,2）〈きむら うたこ〉
順天堂大学医学部皮膚科学講座1），ドクタースパ・クリニック2）

LS26-2． 次世代高周波機器を用いた光老化治療の実践と新たな可能性について
野田 真史〈のだ しんじ〉，加藤真梨子
池袋駅前のだ皮膚科

共催：Jeisys Medical Japan 株式会社

教育講演46 14:05～16:05

色素異常症 新たに分かってきた病態にもとづく治療への展開
………………………………………………オーガナイザー：大磯 直毅（近畿大奈良病院）

種村 篤（大阪大）

［レベル：Basic／Advanced］

14 : 05～14 : 35
EL46-1． メラノサイトとメラニン色素の動態 健常と疾患での違い

大磯 直毅〈おおいそ なおき〉
近畿大学奈良病院皮膚科

14 : 35～15 : 05
EL46-2． ロドデンドロール化学白斑：病態解明への取組みと色素再生に向けて

黒田 康嵩1,2）〈くろだ やすたか〉，楊 伶俐2），片山 一朗2）

花王株式会社研究開発部門1），
大阪公立大学大学院医学研究科色素異常症治療開発共同研究部門2）

15 : 05～15 : 35
EL46-3． 色素増強症：真皮に滴落したメラニン色素の動態と色素増強の解消に向けて

種村 篤〈たねむら あつし〉
大阪大学大学院医学系研究科皮膚科

15 : 35～16 : 05
EL46-4． 遺伝性色素異常症：山形大で遺伝子診断した疾患と病態

鈴木 民夫〈すずき たみお〉
山形大学医学部皮膚科学講座
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イブニングセミナー22 17:30～18:30

進化するタイトニング治療～表層から筋層まで～ ……座長：長谷川敏男（順天堂大）

ES22-1． RF＋電気刺激の同時照射が可能なフェイシャルタイトニング機器の活用
伊藤 史子〈いとう あやこ〉
医療法人社団Xanaduあやこいとうクリニック

ES22-2． 痛軽減を目的とした高 Hzシングルショットによるムービング式 HIFUの基礎と臨床
宮田 成章〈みやた なりあき〉
みやた形成外科・皮ふクリニック

共催：株式会社アブソルート
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 11会場 3F 315

モーニングセミナー7 8:00～9:00

ピコ秒レーザー エンライトンSRによるしみ・アザ治療
………………………………………………………………座長：中野 俊二（中野医院）

MS7-1． エンライトンによるシミ治療
川村みゆき〈かわむら みゆき〉，中野 俊二，堀川 永子
医療法人中野会中野医院

MS7-2． 青あざ・茶あざへの革命―ピコ秒レーザー・エンライトン SRが切り開くあざ治療の未来
西堀 公治〈にしほり こうじ〉
西堀形成外科

共催：キュテラ株式会社

教育講演38 9:10～11:10

非メラノーマの皮膚悪性腫瘍の診断と治療の最前線
………………………………………………………オーガナイザー：久保 宜明（徳島大）

山﨑 修（島根大）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 40
EL38-1． 有棘細胞癌

中野 英司〈なかの えいじ〉，緒方 大
国立がん研究センター中央病院

9 : 40～10 : 10
EL38-2． 乳房外パジェット病

松下 茂人〈まつした しげと〉
NHO鹿児島医療センター皮膚腫瘍科

10 : 10～10 : 40
EL38-3． 皮膚血管肉腫

藤澤 康弘〈ふじさわ やすひろ〉
愛媛大学皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL38-4． メルケル細胞癌

中村 元樹〈なかむら もとき〉
名古屋市立大学大学院医学研究科加齢・環境皮膚科学
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ランチョンセミナー27 11:20～12:20

バリア機能を守るための紫外線対策 ………………………座長：室田 浩之（長崎大）

LS27-1． 紫外線の影響と UVケア～バリア機能を守るために知っておくべきこと～
山本 晴代〈やまもと はるよ〉
近畿大学医学部皮膚科学教室

LS27-2． 日焼け止め製剤の特長や使い方を知ろう
廣田 梢〈ひろた こずえ〉
第一三共ヘルスケア株式会社研究本部H＆B研究所製品化研究グループ

共催：第一三共ヘルスケア株式会社

教育講演47 14:05～16:05

未来につなげる多彩なキャリア～それぞれのステージを生きる～
……………………………………………………オーガナイザー：田中 暁生（広島大）

林 周次郎（獨協医大）
能登 舞（秋田大）

［レベル：Basic］
14 : 05～14 : 10 はじめに

14 : 10～14 : 46
EL47-1． 義務年限を経て学んだ皮膚科学―地域医療と皮膚科・皮膚外科研修の両立―

角 総一郎〈かど そういちろう〉
自治医科大学皮膚科学講座

聞き手
前川 武雄〈まえかわ たけお〉
自治医科大学さいたま医療センター

14 : 46～15 : 23
EL47-2． 回り道，道草を楽しんでみる

梅垣 知子〈うめがき のりこ〉
東京女子医科大学附属足立医療センター

聞き手
林 周次郎〈はやし しゅうじろう〉
獨協医大

15 : 23～16 : 00
EL47-3． 未来につなげるキャリアの可能性

相原 道子1,2）〈あいはら みちこ〉
横浜市立大学1），国際医療福祉大学2）

聞き手
田中 暁生〈たなか あきお〉
広島大

16 : 00～16 : 05 終わりに
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イブニングセミナー23 17:30～18:30

『すぐに使える紫外線療法』～UVB-LEDの技術的な特性・リスクも踏まえて～
…………………………………………………………座長：片山 一朗（大阪公立大）

林部 一人（はやしべ皮フ科）

ES23-1． 一歩先行く光線療法！信頼できる照射機器をどう見極める？
安部 正敏〈あべ まさとし〉
札幌皮膚科クリニック

ES23-2． セラビーム miniLEDがこの先生きのこるには
日野 亮介〈ひの りょうすけ〉
日野皮フ科医院

共催：ウシオ電機株式会社
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 12会場 5F 511+512

モーニングセミナー8 8:00～9:00

爪白癬外用治療薬をつかいこなす ………………………座長：谷崎 英昭（関西医大）

MS8-1． 爪白癬に対するルコナック爪外用液 5％の有効性
福山國太郎〈ふくやま くにたろう〉
関西ろうさい病院皮膚科

MS8-2． 爪白癬を軽視する患者へ問うべき 3つの質問！
安部 正敏〈あべ まさとし〉
札幌皮膚科クリニック

共催：佐藤製薬株式会社/サンファーマ株式会社

教育講演39 9:10～11:10

母斑症（結節性硬化症および神経線維腫症1型）の基礎と臨床
………………………………………………………オーガナイザー：吉田 雄一（鳥取大）

金田 眞理（大阪大）

［レベル：Basic／Advanced／Update］

9 : 10～9 : 40
EL39-1． 結節性硬化症の臨床

吉岡 華子〈よしおか はなこ〉
大阪大学大学院医学系研究科皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL39-2． 結節性硬化症の基礎

新井田 要〈にいだ よう〉
金沢医科大学総合医学研究所先端医療研究領域ゲノム疾患研究分野

10 : 10～10 : 40
EL39-3． 神経線維腫症 1型の病態アップデート

堺 則康〈さかい のりやす〉
東京医科大学皮膚科学分野

10 : 40～11 : 10
EL39-4． 神経線維腫症 1型の臨床的アプローチ～叢状神経線維腫の検査法と治療法を中心に～

江原由布子〈えはら ゆうこ〉，吉田 雄一
鳥取大学医学部感覚運動医学講座皮膚科学分野

ランチョンセミナー28 11:20～12:20

HAE診療における，急性発作治療と予防治療の重要性
………………………………………………座長：福田 知雄（埼玉医大総合医療センター）

肥田 時征（札幌医大）

LS28-1． HAEの基礎とその治療～急性発作治療の重要性について～
家子 正裕〈いえこ まさひろ〉
札幌保健医療大学保健医療学部看護学科
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LS28-2． HAE診療における長期予防治療の役割
内山 明彦〈うちやま あきひこ〉
群馬大学大学院医学系研究科皮膚科学講座

共催：武田薬品工業株式会社

教育講演48 14:05～16:05

AIと皮膚科 …………………………………………オーガナイザー：藤澤 康弘（愛媛大）
大塚 篤司（近畿大）

［レベル：Advanced］

14 : 05～14 : 35
EL48-1． 生成 AIを用いた皮膚科でのユースケース

大塚 篤司〈おおつか あつし〉
近畿大学

14 : 35～15 : 05
EL48-2． 整形領域における生成 AI関連医療機器の開発・実装とその先にある諸問題

安倍雄一郎〈あべ ゆういちろう〉
サッポロメディカルリサーチ

15 : 05～15 : 35
EL48-3． Superintelligenceの登場：AIを活用し，医療現場で生き残るために

志藤 光介1,2,3）〈しどう こうすけ〉，小島 要4），浅野 善英1），藤澤 康弘5），
藤本 学6）

東北大学大学院医学系研究科皮膚科1），青葉通り一番町形成外科皮ふ科2），
株式会社Athnomedical3），東北メディカル・メガバンク機構4），
愛媛大学大学院医学系研究科皮膚科5），大阪大学大学院医学系研究科皮膚科6）

15 : 35～16 : 05
EL48-4． 皮膚科 AI委員会の活動：SIP/BRIDGE事業について

藤澤 康弘〈ふじさわ やすひろ〉
愛媛大学皮膚科

イブニングセミナー24 17:30～18:30

好中球性皮膚疾患の皮膚病理を読み解く
………………………………………………座長：清原 隆宏（関西医大総合医療センター）

ES24-1． クロノロから好中球性皮膚疾患の組織像を読み解く
藤田 靖幸〈ふじた やすゆき〉
市立札幌病院皮膚科

ES24-2． 膿疱性乾癬等の好中球性皮膚疾患の診断
杉浦 一充〈すぎうら かずみつ〉
藤田医科大学医学部皮膚科学

共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社 医薬開発本部
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 13会場 4F 411+412

モーニングセミナー9 8:00～9:00
座長：長谷川 稔（福井大）

MS9． 膠原病に伴う間質性肺疾患診断・治療指針のアップデート
～線維化の評価と抗線維化薬の位置づけ～

半田 知宏〈はんだ ともひろ〉
京都大学大学院医学研究科呼吸不全先進医療講座

共催：日本ベーリンガーインゲルハイム株式会社

教育講演40 9:10～11:10

皮膚リンパ腫診療の食わず嫌いを無くそう
………………………………………………オーガナイザー：清水 忠道（富山大）

菅谷 誠（国際医療福祉大）

［レベル：Basic］

9 : 10～9 : 40
EL40-1． 菌状息肉症の基本的な診断と治療を学ぶ

清原 英司〈きよはら えいじ〉
大阪大学大学院医学系研究科皮膚科

9 : 40～10 : 10
EL40-2． ATLの診断と皮膚科医としての治療介入

島内 隆寿〈しまうち たかとし〉
浜松医科大学皮膚科

10 : 10～10 : 40
EL40-3． B細胞リンパ腫の診断と治療

藤井 一恭〈ふじい かずやす〉
近畿大学皮膚科

10 : 40～11 : 10
EL40-4． リンパ腫病理診断についてのパールとチップス

市村 浩一〈いちむら こういち〉
広島市立広島市民病院

ランチョンセミナー29 11:20～12:20

光線療法，わたしは今こう使う………………………座長：森田 明理（名古屋市立大）

LS29-1． 光線療法，わたしは今こう使う―当院で行ってきた光線療法の実例―
櫻井 麻衣〈さくらい まい〉
名古屋市立大学医学部附属西部医療センター皮膚科

LS29-2． TARNABⓇがこの先生きのこるには
日野 亮介〈ひの りょうすけ〉
日野皮フ科医院

共催：澁谷工業株式会社/株式会社インフォワード
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教育講演49 14:05～16:05

トランスレーショナルリサーチのモデル：乳房外パジェット病の治療開発
…………………………………………………オーガナイザー：舩越 建（慶應義塾大）

前田 拓哉（北海道大）

［レベル：Advanced］
14 : 05～14 : 13 イントロダクション

14 : 13～14 : 41
EL49-1． 乳房外パジェット病の遺伝子異常

福田桂太郎1,2）〈ふくだ けいたろう〉
理研IMS皮膚恒常性研究チーム1），慶應義塾大学医学部皮膚科学教室2）

14 : 41～15 : 09
EL49-2． HER2阻害薬による治療開発

内 博史〈うち ひろし〉
国立病院機構九州がんセンター

15 : 09～15 : 37
EL49-3． 前臨床モデルの樹立と殺細胞性抗癌剤による治療開発

柳 輝希1,2）〈やなぎ てるき〉
琉球大学大学院医学研究科皮膚科学講座1），北海道大学大学院医学研究院皮膚科学教室2）

15 : 37～16 : 05
EL49-4． 進行期乳房外パジェット病に対する内分泌療法の開発

中村 善雄〈なかむら よしお〉
慶應義塾大学医学部皮膚科

イブニングセミナー25 17:30～18:30

IL-17受容体抗体の可能性～患者さんに適した治療戦略を探る
……………………………………………………………座長：本間 大（旭川医大）

山口 由衣（横浜市立大）

ES25-1． 乾癬の疾病負荷から考える薬剤選択
宮城 拓也〈みやぎ たくや〉
琉球大学医学研究科皮膚科学

ES25-2． IL-17をターゲットとした治療が有効な疾患～乾癬と掌蹠膿疱症～
藤田 英樹〈ふじた ひでき〉
日本大学医学部皮膚科学系皮膚科学分野

共催：協和キリン株式会社
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第 3日目 5 月 31 日（土） 第 14会場 4F 413

教育講演41 9:10～11:10

本気で考える災害対策 …………オーガナイザー：長谷川 稔（福井大）
堀内 義仁（国際医療福祉大熱海病院）

［レベル：Basic／Update］
9 : 10～9 : 12 はじめに

9 : 12～9 : 32
EL41-1． 皮膚科医・学会に必要な災害対策（BCP）

堀内 義仁〈ほりうち よしひと〉
国際医療福祉大学熱海病院

9 : 32～9 : 52
EL41-2． 能登半島地震では，何が求められていたか？―被災地支援の立場から―

浅井 俊弥〈あさい としや〉
浅井皮膚科クリニック

9 : 52～10 : 12
EL41-3． 能登半島地震では，何が求められていたか？―被災した立場から―

前田進太郎〈まえだ しんたろう〉
金沢大学医薬保健研究域医学系皮膚分子病態学

10 : 12～10 : 32
EL41-4． 日本臨床整形外科学会における災害派遣チームの設立趣旨と被災地支援の実際

河村 英徳1,2,3）〈かわむら ひでのり〉
カワムラ整形外科1），日本臨床整形外科学会2），愛知県医師会3）

10 : 32～10 : 52
EL41-5． 日本皮膚科学会における災害対策

長谷川 稔〈はせがわ みのる〉
福井大学医学部皮膚科

10 : 52～11 : 10 質疑応答・総合討論


